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みやぎ脱原発・風の会  公開学習会  Vol.20  

～どこにも行き場のない「核のゴミ」～  

「六ヶ所再処理工場」と核燃料サイクルの真実  

核燃サイクル阻止一万人訴訟原告団事務局長  山田清彦さん  

 

1．奇跡の偶然の 32 年間  

核燃サイクル阻止一万人訴訟原告団はいつできたかというと、1988 年 8 月 6 日、そ

の頃私は事務局長ではなく原告の一員としてやっていました。最初の裁判は実は 32 年

前から行っています。未だに青森地裁でやっていますけど、なんと再処理工場の着工も  

32 年前で、その頃は 4 年後に再処理工場ができると言われていたので、もし予定通り

再処理工場ができていれば、おそらく青森県に人が住めなくなっていたんではないかと思

います。たくさんの放射能が出ていた可能性はある、ということを考えると、この間私は奇

跡の、偶然の 32 年間再処理工場ができなかったことによって、青森がまだ人が住める

場所になっていると考えています。  

 

2．青森県内の原子力施設と自衛隊と米軍基地  

 北朝鮮からよくミサイルが飛んでくる時

代がありましたよね。 最近は飛んでこな

いようですけど、いつも飛ばすって言って

いましたけど。それに備えてですね、飛

んでくるミサイルに対して、これ本当は、

北朝鮮はアメリカに打ちたいわけなんだ

けど、日本でこれを落としてあげようとい

うことで、国民保護法の防衛体制ってい

うことで作ったものであります。青森と京

都にレーダーが配備され、ミサイルをキ

ャッチして、それを打ち落とすためのパト

リオットがそれぞれ配備されています。イ

ージス艦が打ち落とすというのですが、

針のように飛んでいくミサイルに対して当たるかどうかっていうのは難しいんですけど。こ

んな話も昔はありましたけど、最近は話題にもならない。でも実際配備されている。  

日本中を網羅するというわけですね。青森県ではどういうふうにやってるかって言う 

と、ここ（津軽半島車力基地）に X バンドレーダーがあります。これは昔はですね、自衛
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隊だったんですけど米軍も併設されま

した。米軍の X バンドレーダー。そして

むつの山の頂上にですね、大きなレー

ダーがあります。三沢の米軍基地の

中に小ぶりのあのレーダーです。この

3 箇所を結んで繋いで、最初はこれで

日本を網羅すると言ったんだけど、と

ても足りないので京都に X バンドレー

ダー、こういう形で用意されている。  

この近くに核燃料サイクル施設があ

るし、東北電力の東通原発、東京電

力の東通原発があって（これはまだ建

設中ですけど）、あと原子力船むつのゴミがまだ管理されています（2050 年に片付けを

始めるらしいですけど）。それからむつの中間貯蔵施設（去年の 9 月 26 日に柏崎刈羽

からはじめて使用済核燃料を持ってきた）で、これから 50 年たったら持っていく。その先

は、最初は別なとこだったんだけど、最近は第二再処理工場の計画がなくなったので、

六ヶ所にもってくるという話になっています。今あるむつの中間貯蔵施設は、3000t 貯蔵

施設が 1 つで、これから作る 2000 t 貯蔵施設とあわせて 5000t ぐらい貯蔵したいという

ことなんで、今あるものを大体先に使えば、50 年先には六ヶ所にもってくる。それから 2

つ目は下手すると 70 年先に持っていくので、核燃料サイクルの再処理工場は下手する

と 70 年先まで運転してくださいって、おかしいんですけど、電力会社が言うのでなく宮下

知事が言い出した。  

大間の原発はまだ建設中ですけど、福島原発事故の後にメーカーの社員がみんな帰

っちゃったので、さび止め工事しかできていない段階ですけど、これも 2030 年運転を始

めると豪語していますけど、最近ちょっと弱腰になって、延びるかもしれないって言い出し

ていて、ここは全然ダメで

す。東通原発は運転停止

中です。  

たくさん自衛隊の基地

がこんなにありますし、そ

れから三沢の基地もあり

ますっていうのをこの図で

全部表現してくれてるん

ですけど、こんな状況のと

ころだから、原子力施設と

自衛隊と米軍基地が共

存しているのが青森県の

実状だということを把握し

て頂きたい。  
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3．昔の核燃料サイクルの将来予想図  

昔の核燃料サイクルの将来予想図

ということで、50 年ぐらい昔ですけど

も、ウランを掘り出してからぐるっとま

わって原発に行きますよっていうとこ

までは行くんですけどね。どこの国の

ここはいくんです。これだけだとウラン

資源の足りない国にとっては、原発か

ら取り出した使用済核燃料を再処理

する工場はどうしても必要なんだって

いうことを言っていた。再処理工場に

行くだけではなくて、できれば将来で

すね、高速増殖炉というのを運転して

みたいというのがあってですね、最初のここまでの段階で、世界中にウランが大体 60 年

しかないんだけど、これを再処理して高速増殖炉で使えるようになれば、50 倍有効に使

えるので 3000 年先まで困らないという話になって、こういう計画が進んでいったんだけ

ど、フランスでもスーパーフェニックスをつくってやったんだけど結局ダメになりました。日

本はいわゆる原型炉もんじゅをやったんだけど、これもダメになったんで、今この道はない

わけですね。  

六ヶ所の PR 館にですね、昔こういう図があったんですけど、今はここから上だけです。

こんな形で展示しているのは実際ではできなかったわけで、ただこの計画の核燃料サイク

ルっていうのは今でもあるので、これがダメでも別な形の高速炉を使うとか、様々計画だ

けが出てきますけど、ほとんど実効性がないもしくは将来実行できるかもしれないなって

いう話をしてますけど。最近聞いてるのは核融合の原子炉の話まで出ていますので、原

子力の推進する人たちの夢はたくさんあるかもしれないけど、私たちの生活圏で、それが

利益をもたらすかどうか、これはまた別の話なわけです。  

今日のテーマである「核のゴミ」の話に展開しているわけですけど、最初のですね、再

処理をしない、リサイクルをしない場合っていうのはウランの資源の利用率としては 0.5%

しかない、さっき言った高速炉を使えば 60%なの

で、まあ 3000 年までって言っているんですけど、

じゃあプルサーマルっていうのは、皆さん聞いてる

と思いますけど、軽水炉プルサーマルで 1 回リサ

イクルするとですと、0.5 から 0.75%に増えます

よ、これを、彼らは大変いいものだという風に言っ

ているんですけど、プルサーマルの燃料にするた

めにはウラン燃料を作る燃料に比べてお金が 10

倍ぐらいかかる。メリットが全然見えてこない。こ

んな状況にあるのに関わらず利益があるという風

に言っています。  
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4．なんで六ヶ所に再処理工場があるの 

なんで六ヶ所に再処理工場があるのっ

ていう繋がりを訴えるために、これをつくっ

たんですけども、再処理工場の開発計画

は、私の調べでは徳之島、1975 年 3 月

から始まります。日本工業立地センターっ

ていうのはいつも悪いことをしてることです

けど、西と東で同時に動いている。西日本

の電力会社が候補地を見つける一方で、

北海道の方は、東日本の電力会社が候

補地を見つけるという競争をしていた時の

話です。奥尻島に関しては 1975 年から

で、実際は 1983 年まで、ギリギリ奥尻町

では作りたいとして、調査委員会も設置してやってたんですね。  

ところが西の方は徳之島でもダメ。それから西表島でもダメということで、どんどんと全

部ダメに。なぜダメだったかって言うと、ここの離島の人たちが言うには、いや核のゴミを

持ち込むのはけしからん。自分たちは原発の電気で恩恵を受けてないのに、なんで核の

ゴミだけ持ってくるんだってことでみんな反対したわけです。  

ところが、あの奥尻島は別にそのことはいいんだけどもっていう言ってたんだけど  なん

と知事が反対したからダメになった。その時ですね、1983 年の 12 月ぐらいに奥尻町議

会の人が東京に行きまして、電事連に対して我が町は来て欲しいって言ってるのになん

で来ないんだっていう風に攻めよったら、いや知事が反対するから行かないと思いますけ

ど、他のところで受け入れてもいいと言ってることもありますよ、そこに行くんじゃないでしょ

うかって言っていました。  

その言葉を裏付けるように  1984 年の 1 月の『東奥日報』という青森の新聞ですけど

も、この 1 月 3 日か 4 日のですね、新聞に核燃料サイクル施設が来るかもしれないとい

う記事が載って、その 4 月には電事連が下北郡のどこかに核燃料サイクル施設の立地

要請をした。で、3 ヶ月後の 7 月にはもう六ヶ所村にもってくる話になった。  

こういうように西の方は断った。みんな断ったのに青森県はなんでこれを受けたのかっ

て言うと、背景にあるのはやっぱりあの下北開発、いわゆる新全総開発ってのがあった

んで、ここが大きかったと思います。それは後でまた。  

私たちは 1985 年 4 月 9 日にですね、県議会全員協議会、ここは決議機関じゃない

わけですね、なのにここでですね、北村知事が受け入れを表明して、ここで青森が受け入

れたことにされるわけですけど、実は原子力船むつを受け入れた竹内知事が、やっぱり

同じように県議会全員協議会で受け入れ表明したので、これを習っただけなんですね。

で、翌年チェルノブイリ原発事故がおきたので、もしこれがこの 1 年以内の短い期間で受

け入れを決めたので、もしこの時ですね逆転してたら、チェルノブイリ原発事故の後青森

県では反対運動が大きくなってたので、その時にもしかしたら六ヶ所に核燃料サイクルは

来てなかったかもしれないんだけど、残念ながらそうはならなかった。  
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もし奥尻町議会で受け入れを決めてい

たら、北海道・奥尻町に大きな地震が来

ていたので大変な被害が及んでたかもし

れないという、二重の理由の意味でです

ね、ちょっとずれるってくるわけですけど、

本当に残念ながらこういう形になりまし

た。  

青森県の下北半島っていうのは開発

に取り残されていたので、ここに何度か

開発を持ってこようと構想から始まって

色々やったんですが、最終的に第一次オ

イルショックがあって、第二次オイルショッ

クがあって、六ヶ所に広大な 5000 ヘクタールの土地を買いしめて、ここに石油コンビナ

ートを作ろうという時に第二次石油ショックが来まして、しょうがないからあのコンビナート

は無理だから、日本で初めての国家石油備蓄基地を作ろうということになりまして、ここ

に置いたわけですね。石油備蓄基地を置いたら他の企業が来るんじゃないかと思ったら

どこも来なかったんです。考えてみたら石油備蓄基地というのは、これを使ってなんかす

るってわけじゃない。土地が余っているんでしょうがない、そこに他のところを断られた電

事連がですね、青森県に持ってきたらどうだということになって、あの関西電力の社長か

なんかが飛行機で見たらですね、「いやあ、広大でチベットみたいな土地で良かったね」っ

ていう風にして押し付けたわけですけど、こんな状況を踏まえて核燃が来たと。要するに

日本中でどこも受けなかった、最後に六ヶ所に決まってしまった、ということを改めてあの

考えとかなきゃいけないかなと思います。 

 

5．当初の六ヶ所再処理工場の運転計画  

最初ですね、計画として核燃料サイクル施設の構想、青森県に対する説明の中で言

われていた最初の計画では、将来高速増殖炉の燃料、また高速増殖炉という話もあっ

たので、とりあえず年間 1 年間に 800 トン、40 年運転だから 3 万 2000t を処理する工

場のイメージですね。この時は 800t を再処理した時にプルトニウムが 8t でるわけです、

1%ね。ところが日本は核兵器を持てない国なので、プルトニウム単体で持つことを禁じら

れているので、MOX 燃料 16 トンという形であります。皆さんよく聞いている原発の MOX

燃料と、ここでの MOX 燃料が違うのは、プル

トニウムとウランが大体半々ですね、50%の

濃いやつです。普通 MOX 燃料で原発運転

する時は 9%とか 3%とかいうので全然レベル

が違う。そしてこの状態で 50%取り出した

MOX 燃料を、IAEA という国際原子力機関

は核兵器に転用可能性が高いと認めていま

す。ところが日本原燃社長に同じ話を聞くと、
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いや我が社の MOX 燃料じゃ核兵器できませんよと言うんだけど、この時は普段は IAEA

をあまり信用してませんけど、私はこの時は IAEA を信用して、やっぱりやばいんだと。日

本原燃は信用できないから信じられない。 

それから原発からとり出して 4 年で再処理。これは後で大変伸びるわけですけど、他

にもたくさん放射性物質は出るんですけど、代表的には液体トリチウムの発生量が 1 年

で 1.8 京ベクレルですね。費用は原発で、ガラス固化体は 800 トン再処理すると高レベ

ル放射性廃液が出るので 1000 本ぐらいのガラス固化体を作りますよ。だから 40 年運

転すれば 4 万本と彼らは説明しています。ただまだこの時はですね、再処理工場を動か

したことがない人が言ってるわけだから計画なわけです。果たしてこの通りできるのかどう

か分からない状況の話です。これらの計画を持ち込んで色々やってたわけですね。  

 

6．六ヶ所再処理工場の運転計画と問題点  

再処理工場の運転計画と問題点ということで、この時点で、高木仁三郎さん始め、多

くの方々が色々問題点を提起しています。国が審査を行ったけれども、元々再処理工場

の計画を進める人たちが審査してたわけですから。止めるわけがないわけですね。  動か

すことを前提にやっていた。再処理工場の放出放射能が莫大であることを容認してき

た。原発の場合、五重の壁で守るとされた放射能を、再処理工場では使用済燃料を切

り刻んで硝酸溶液に入れてドロドロに溶かしてしてしまう。  裸にしてしまうわけです。原発

が１年で出すものを再処理工場は 1 日出すと言われた、原発１基の話ですね。52 基の

原発 1 年分という意味でありませんけども、1 基分１年で出すと言われるくらい危険な工

場だと言われています。原発は“トイレなきマンション”っていうことで  使用済核燃料をも

っていく先が六ヶ所再処理工場だから、各地で同じように言っていたので、いや皆さん安

心してください、あの原発のゴミは全部六ヶ所に持っていきます。このように電力会社は

言っていたわけです、今はどうですか？持っていくとこがないわけですね。使用済核燃料

を持っていく先は六ヶ所再処理工場だけど、再処理工場には 2968t の使用済核燃料が

溜まっていて、どこも持ち出せなくなってしまっていますね。そんな状況になっています。  

1993 年の 4 月 28 日着工して 4 年後

完成を想定していたんだけど、できない。

私は、日本原燃の担当者と色々話をした

中で、じゃ、再処理工場の重大事故は何

ですかと話をするとですね、“蒸発乾固”

っていうのは考えられますと。これは非常

に短い時間で対処しなければいけないの

で、高レベル放射性廃液が蒸発乾固と

いうことになると大変ですよと。2 時間と

いう短時間で水浸しにするから大丈夫で

す。山田さん心配しないでくださいと原燃

の担当者が言っていました。それだけ危
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険な状況になるということを彼らは頭に入れていたんだけど、その後  大丈夫なんですよ

っていう説明をする中で言っていた。  

 

7．六ヶ所再処理工場から膨大なトリチウム放出  

4 年冷却の場合ですね、1.8 京ベ

クレル、このぐらいの放射能、液体ト

リチウム。後から（使用済核燃料）

15 年冷却に変えました。で、15 年に

すると 9700 兆ベクレル。この差はだ

いぶ大きいんです。福島で今 30 年

かけて薄めて流すというトリチウム、

貯めていた水をもうすでに流してます

けど、これは大体 800 兆ベクレルと

言われている。  

こちらはですね原発が、まだ福島

原発事故が起きる前に全国の原発、52 基の原発からトリチウムが放出されている状況

でいくらぐらいだったのか、ここ 420 兆ベクレルです、1 年間に。だから 30 年に比べて高

いんだけど、こういうレベルに比べてこっちはなかなか…。で、ここが肝ですけど、2007 年

の 10 月の時に流れた液体トリチウム、これが、アクティブ試験の最中に行われたんです

けど、ここ 520 兆ベクレル、これより少ないんだけど、  1 ヶ月間ですね、こっち 30 年間と

違いがあるんですが。  

原発の方は 1 年間で 420 兆ベクレル。これは私があの原燃が公表した数字を拾った

だけですけど 1 ヶ月間でこんなに流してしまった。もちろんあの 2006 年から 2008 年 10

月までアクティブ試験やってたのでもっとたくさん流れているわけですけど、とりあえず代

表的に 1 ヶ月間というのを出した。だからそういう意味でいったら、六ヶ所再処理工場が

動いていったら、とりあえずこっちじゃなくてこっちに転換したので  少しは量は減ってます

けど、これがダダ漏れ状態で流れてくる。要するに福島で言っているのはトリチウムは回

収できない。だから流します。同じです。六ヶ所再処理工場でも流すわけですから。これを

ずっと流していくという風に言っています。これは管理目標値なので、これより多く流れな

いようにはするつもりらしいんですけど、どうなるか実際動いてみたら分かる話になりま

す。 

 

8．形だけの六ヶ所再処理工場の原子力防災計画  

みなさんの地域で考えると原子力防災地域、昔の原子力防災は原発の場合は 8km

から 10km って言われていました。その時六ヶ所は 5km、相変わらず 5km ですね。とこ

ろが今原発の方は 30km という風に言われてますので範囲が広くなったんだけど、六ヶ

所は相変わらず 5km です。だからこの圏内に住んでしまえば、ここで事故が起きてしまう

と、この地域にいる人たちはどっかに移転しなければいけない。逃げなきゃいけなくなると



8 

 

いうことを想定しているんですけど、原発

ほどその本気がない。原発ほどちゃんとし

た体制が組まれていないので、とりあえず

形だけ…。しかもこちらのほうに東通原発

があって、東通から 30km 圏内に入るん

ですよ。だから 2 重にここの人は、こっち

からも影響を受けるし、再処理工場から

の影響も考えなきゃいけないっていうこと

で大変なんですけど、こんな状況で安全

対策もよく考えられていない。ここにです

ねオフサイトセンターがあるんですけど、こ

れが再処理工場とすると オフサイトセン

ターが 3km のところにあるんですね。こち

らに別の県の原子力の事務所があるんですね。事故起きたら、3km のところで会議する

んじゃなくてこっちでやった方がいいんじゃないですかって…で述べてまして、つまりここに

いる人たちはですね、早く逃げなきゃいけない時に県の職員はここで待ってるみたい本当

にその安全対策がおざなりになっています。  

 

9．高木氏想定の六ヶ所再処理工場事故評価  

これ高木仁三郎さんが書いてくれた地図を元にしていますけど、高木さん『下北半島

六ヶ所核燃料サイクル施設批判』というのは今でもあって、高木さんはすでにお亡くなり

になってますけど、こういう地図を出してんです。私はこれを見て、この辺の人たちは大変

だ、100mm シーベルトっていうのはここにいる人はね、早く逃げなきゃいけないっていう

風になります。青森県全部入ってます。北海道も入って函館も。ところがですね、仙台の

人たちは 10ｍｍシーベルトだから、まだこんな辺にいる。だからいいかもいいと思えない

んだけど、私が言いたいのはこっちの影響だけではなくて、実は（茨城県）東海村に再処

理工場あるんですよ、まだあるんですよ。あの片付けはしてますけど、高レベル放射性廃

液は残ってるんです。高レベル放射性廃液が

ここにですね、今は再処理工場を運転はして

ませんけど、これから竣工していけばですね、

この高レベル廃液をガラス固化する作業に入

ります。それから東海の方でもガラス固化する

作業を来年から準備するということになってま

して、ここで両方事故あった時に、この方たち

はどちらからも流れてくるっていう影響を考え

なきゃいかんかなと思って持ってきました。うち

に再処理に関係ないと思ってるかもしんない

けど、事故の影響は両方ともかぶってしまう。  

 



9 

 

10．アクティブ試験～たまり続ける高レベル放射性廃液  

アクティブ試験を過去にやって、

2006 年の 4 月から 2008 年の 10

月までやりました。当初ですね、1 年間

使用済核燃料を 800t 再処理した時

に高レベル放射性廃液は 320 ㎥でき

る計算、あくまで計算ね。これをガラス

固化体にしましょう。ところがよく調べて

いくと高レベル放射性廃液の最大貯

蔵能力が 366 ㎥しかないんです。  だ

から 320 ㎥ってことは残り 46 ㎥しか

ない。これを超えてしまうとダメなので、

貯蔵能力の最大限を超えないように運転しなきゃいけないので、もしかすると高レベル廃

液が溜まってしまうと再処理工場を止めなきゃいけないかもということをこれは示している

わけです。 

過去のアクティブ試験をやってみましたけど、大体 2 年半かけてやった時に使用済み

燃料全体で 425t 処理したわけですね。そうすると 800t にかけて 425 をかけると大体半

分ぐらいまでですよね。ところが高レベル廃液は 320 ㎥より多い 328 ㎥を作っちゃったっ

ていうのでで、この数字はですね、実は今でも青森県民は公表されていません。川田龍

平さん（元参議院議員）、この前選挙で落ちたんですけど、岩手の方の協力を得てです

ね、川田さんが国に質問したわけ。そしたら、「いや、あの六ヶ所の再処理工場では廃液

を 328 ㎥作ったことがありますよ」、他人ごとのように話しているわけです。これ大変な問

題なので、青森県はこれから再処理工場動くときには、少なくても公表義務のある数字

として上げてほしいんですけど、こういう形に上がった。過去にですね。ガラス固化体を作

ってみたら 346 本しかできなかった。これに 5 年半ぐらいかけている。実績がないので本

当に分からない暗中模索の状態でやってこんな状態です。今これで止まってます。  

 

高レベル放射性廃液は 245 ㎥残ってるわけです。去年の 11 月に私が聞いた時はで

すね、211 ㎥と言ってたんですけど、12 月になったら広報の担当の人から電話が来て、

まもなく新聞に公表されると思いますので、数字を教えますってことで 245 ㎥になって増

えたね。こういう状況にして、今度竣工後にガラス固化しなければいけないていうことなん

だけど、このガラス固化体を作る時に 5 年以上かかったので、これが順調にガラス固化

ができなければ私は竣工後にせん断開始するまで結構時間かかるんじゃないかなという

のも考えてますので。しかし竣工っていうと工場の完成を示しているので、せん断開始か

ら始めて色々やらなきゃいけないはずだったんだけど、この廃液が残っているので、とりあ

えず廃液を 100 ㎥残してせん段開始したいという風に彼らは言っています。この数字が

ですね、このまま行ってみたらまた正確にどのぐらいの数字残してっていう風には決まっ

ていませんけど、ある程度は残してせん断開始したいと言っていました。  
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もう 1 つの課題として再処理

工場は大きな工場ですけど、総

延長でいくと約 1300ｋｍの配管

がございます。この中で色々処理

するんですけど、ここに溜まってい

る汚れを竣工後に初めて除去し

たいということです。じゃあこの前

だって 2008 年の 10 月から現

在までたら結構な年数たってるん

だからその前にガラス固化とか汚

れを取っとけば良かったんじゃね

っていう風に思うかもしれません

けど、動かさないで汚れを取ると劣化が始まるそうです。だからそういうことで手をつけら

れない。とんでもない工場なわけですね。ガラス固化もできないし。  

ということで現在やってるのは土木工事が中心になっています。安全対策工事を様々

やってみたりというのが現状で、再処理工場の運転ができるかどうかとは密接に関連し

てないところを一生懸命やってる。   

これを見ると全体量でいくと  486 ㎥なんですね、貯蔵量として。ところがそこに 120 ㎥

っていうのがあって、容量で、からの運用をするっていうのがあったので、ここを引くと結局

366 ㎥なんです。366 ㎥しか貯蔵できないので、これ以上溜まってくると再処理ストップに

なります。せん断ストップですね 。前に自民党の国会議員の方が日本原燃に対して、

「いや廃液貯蔵量を増やせばいいじゃないか。そうじゃないと再処理できないでしょう。だ

からどんどん増やせばいいんじゃないの」って言ったんですけど、日本原燃は「いやこれ

以上こういうことできないので新たに貯蔵庫を作ると考えていません」と。ここが限定なの

で縛りがとあって大変だという風になるですね。  

 

11．失敗続きのガラス固化の年表  

これが「ガラス固化の失敗の年表」

です。日本原燃にすれば出したくない

数字ですが、私が調べました。毎月毎

月と調べるとこういう形で 346 本しか

できなかった。2007 年からここまでか

かるんです。その間が結構開いてるん

です。1 本しか作れないときもあったり

ですね。  

ガラス溶融炉のイメージが分からな

いかもしれないけど、ガラス溶融炉の

中に、東海の再処理工場はガラス繊

維を入れます。聞いたら、ガラス繊維
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は溶けやすい。だから作業はしやすいんだそうで、それと高レベルの廃液を入れて混ぜ

合わせると早く溶ける。ところが六ヶ所の場合は金儲けをしたい商業用なので、ガラスビ

ースを使う。だから、溶けづらいわけです。ガラス繊維に比べて溶けづらい。時間がかか

るわけです。だから、どれくらいガラス固化をすることによってできるかどうかが、試される

わけです。 

2013 年、今から 12 年前に現役でも、いまではリタイアしている人も多いわけです。最

近いわれているのは日本原燃でこれからガラス固化するから、リタイアした人を元に戻し

て、その人を先生にして若手を育てるというとんでもないことをやろうとしているし、実際東

海村にいって研修をしているそうです。ただ、まだ日本原燃としてはガラス固化をやった

実績が最近ないので、果たしてこれができるかどうか。これができなくなれば、再処理がで

きない。これが一番危ないところだと思います。  

 

12．長引く原子力規制委員会審査  

そして、2011.3.11 の事故を機会にして、それまで資源エネルギー庁と原子力安全・

保安院が同じ経済産業省の中にあるため、同じ官僚が省内の異動によって推進と規制

を往復する人事交流が漫然と行われていたと。その反省のもとに、2012.9.19 に原子力

規制委員会が設立されたわけです。多少は

審査が厳しくなっているのは事実。それまでの

審査は、進める側の人たちがやっていたの

で、なにも規制が働かなかった。  

核燃の審査が始まったわけですが、規制委

員会の HP を見ると、部会がたくさんありまし

て、私は核燃の審査会合だけを中心に見て

いるわけですけど、まず基本はですね、日本

原燃が提出するものを審査するのが本来の

姿です。ところがこの基本を破った人がいる。

あとで紹介しますが。  

2014 年 1 月 7 日に事業変更許可申請を

だして、この時は半年で終わるといっていた審

査が 6 年半もかかったわけです。パブコメを

やりまして、2020 年 7 月 29 日に事業変更

許可にとりつけました。ここまでが一応事業変

更許可の認証を受けたわけです。  

現在は設計工事の方法の認可申請という

のがあって（設工認）、この審査も最初は第 4

回目までやるといっていましたが、2 回になっ

た。1 回はすでに終わって、2022 年 12 月

21 日に認可された。こっちはパブコメやんなく

ていいんですよね～という規制委員会の審査
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で、委員の意見があり、やっていないんです。それで、今第 2 回目の設工認の申請がな

されている最中。  

今の予定でいくと、日本原燃の説明を今年 2025 年の 11 月に終わりたい、と言って

います。ところが、規制委員会の認可のほうは来年 2026 年の 3 月になるんじゃないか

と山中規制委員会委員長がいっていますので、この状況を私たちは注視しているわけで

すね。果たしてどうなのか。  

これ公開されていますから、前みたいにずる賢くやろうと思ってもなかなかできない。ち

ょっと付き合うのも大変ですが、毎回私は付き合っています。すぐに録画がアップされま

すので、それを見て頂いてもいいと思うんですけども。  

 

13．六ヶ所再処理工場の重大事故「蒸発乾固」  

～原子力規制委員会のほうから提案が 

それで、再処理工場の重大事故についておさらいをする意味で、6 つあります。1～6

まで。簡単にいうと、「臨界」「蒸発乾固」「水素爆発」「有機溶媒の火災」「使用済核燃

料の著しい損傷」「放射性物質の漏洩」の 6 つがあがっていますが、この中で日本原燃

が想定する事象を、「冷却機能の喪

失による蒸発乾固（高レベル放射

性廃液の沸騰事故）」というふうに

位置づけたわけです。それが 2 番で

す。他のものもあるけども、これが一

番シビアだと彼らは認めているわけ

です。これに対する対策をしなけれ

ばいけない。私が冒頭申し上げたよ

うに、蒸発乾固では 2 時間で水浸し

にするから大丈夫だといっていたの

は、この蒸発乾固なわけです。  

これが蒸発乾固の影響評価の図

です。今は運転されていないので、

18～20℃、それくらいですね。それ

が 120℃で、沸騰がはじまり、500℃

くらいまで上がって沸騰し温度上昇

して、最後に乾固というときに、日本

原燃の説明では何もないわけです

よ。「乾固というのは何をさしている

んですか」と聞くとですね、「みなさん

もインスタントコーヒーで飲み終わっ

たときに、コップの底に粉が残ります

よね。その程度の話です」って説明
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があったわけですよ。「えーそんなんで

すか？もっとちゃんと説明してくださ

い」と規制委員会が話をしたわけで

す。 

蒸発乾固というと、貯槽に 2 本のル

ープ水という、まわす管があって、この

中に水を通すわけです。水を通すこと

によって、この溶液の温度上昇を押さ

えるという役目が元々あるんです。2

本じゃなくてもいいそうで、1 本だめに

なってももう 1 本で冷却できるというの

で、一定程度押さえたい。100℃を超

えるような状態にはしたくない、と彼ら

はいっている。これが蒸発乾固のもと

もとのシステムです。  

2 本ダメになった場合、冷却が維持

できないので、温度が上がっていく。こ

の時は中型移送ポンプを使って、直接

水を流す。この管の中に水をいっぱい

にするので、水浸し状態になる。こうい

う状態が必要だと、これが蒸発乾固対

策だと。現在はたくさんの冷却を維持

するためのいろんな設備のポンプとか

をつけている段階です。  

 

これはさっきと違うもので、日本原燃

が説明する中で法律の条文がいろいろ

出てきたんですけども、単純にいうとさ

っきは何もなかったはずなんですけど、

ここに放射性物質の揮発・臨界・爆

発・貯槽損傷という言葉がでてきた。

で、さっきはここに何もなかったのに、い

きなりここにこういうものがでてくる。とな

ると、これは大変なことになるんじゃな

いですかという話になりました。これは

「こういうふうになりますよ」と日本原燃が用意したのです。そうしたら、規制委員会の人

が「いやあ そんなにならないでしょう」と言い出した。おかしいでしょう。日本原燃が危な

いといっているのに、なんで規制委員会が「危なくないよ」といっているような話になってい

るわけです。  
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貯槽はステンレス容器なので、

1500℃まで上がるわけですね。そこま

でいくとステンレスは溶けるので、こうい

う状態になる。しかもこの温度差が

120℃くらいになるということで、中の廃

液が 120℃高くなる。1600℃くらいまで

上がります。つまり、貯槽が溶けてしま

うことをイメージしてください。貯槽が溶

けてしまったら、高レベル放射性廃液

がダダ漏れしていくと。ということを日本

原燃が一生懸命説明していたんです

けども、「いやそんなふうにはならないで

しょう」と規制委員会が押さえ込む。こ

れなんか最初の原燃の出す資料をもと

に審査するといっていたのに、押さえ込

むというのはヘンだなあと思っていたの

ですけどもこんな状況です。  

 

もうひとつ蒸発乾固に関して、「重大

事故に対する対処」ということで、重大

事故対策のなかで、蒸発乾固対策が

多いんですよ、つまりいろいろと考えな

ければならないとして検討してまとめて

いるんだけれども、この表があとからでてきた。これは規制委員会が用意した資料なんで

すけども、私が最初に「再処理工場で事故が起きたら大変ですよね。2 時間くらいで冷

却しなくちゃいけないでしょう」といったときに、担当者が「 2 時間以内に水浸しにすれば

大丈夫だ」と言っていたんですが、気がついてみたら、なんとこの段階でいくと不溶解残

渣廃液は、4 年冷却（の使用済核燃料）の場合は 2 時間で対処しなければいけない、こ

れは大変だ、ということになったわけです。で、冷却年数 15 年（の使用済核燃料）にする

と、6100 時間余裕があるということで、3050 倍になる。これを原燃がいうのならわかる

んですが、どうも規制委員会のほうからこういう提案をしてきた。しかも高レベル濃縮廃液

は、6 時間でトラブルが起きるから大変だといっていたのに、15 年冷却でいくと、23 時

間、1 日くらいの余裕が生まれると、そうしたら少し安全になるんじゃないと、規制委員会

のほうからこういう提案がなされたわけです。 

 

6100 時間といえば、数ヶ月となり、遊んでもいいほどものすごく余裕が生まれます。そ

れほど事故は大きくはならないと彼らは言い出したわけです。これが本当かどうかやって

みなければ分からないのですが、今は 4 年冷却を諦めて、15 年冷却に変えています。こ

れが証拠です。2015 年 6 月 29 日、第 65 回目の会合で、前の規制委員の田中知とい

う方が（この方は青森県知事とも仲良しだし、日本原燃とも親しかったし、いっぱいあちこ
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ちからおカネをもらっていたという評判の人で

したが）、「これから当分再処理していくような

ものに合わせたほうが、より現実的じゃないか

と思うんですけども」と、決して自分からは 15

年にしたらとはいわないわけです。その後 2 ヶ

月くらいしたら、日本原燃が「現在の使用済

核燃料の 90％が冷却期間 15 年以上で再

処理をすることが十分可能でございます」とい

って、これを了承しているわけです。  

ところが冷却が 15 年というのは、2015 年の段階なので、現在では 25 年以上たって

いるものがあるということになります。どんどんどんどん延びていく。しかも再処理自体は

進んでいないので、まだまだ延びていく可能性があるということになって、現在は大分冷

えていると思いますけども、これをまた 4 年に戻すといっているので、日本原燃の運転経

験が少ないので、とりあえず 15 年冷却以上（の使用済核燃料）ということでやっていき

ましょう、将来は運転が慣れてきたら、4 年に戻すことは考えられます。といっています。

本当かなと思いますが。いずれにしても、現在は 15 年冷却（の使用済核燃料）に変わっ

ています。  

 

14．六ヶ所再処理工場に「寿命はない」？  

現在の再処理工場の計画は、冒頭の

計画と違って、年間 800 トンは変わらな

いのだけども、プルトニウム 8 トン、MOX

燃料 16 トンといっていたのが、いつのま

にかプルトニウム 6.6 トン、MOX 燃料

13.2 トンに変わりました。  

ここに「キャップ制」と書いているのは、

アメリカが求めていて、日本はプルトニウ

ムを核兵器に転用すると困るから、これ

はある程度ボトルの上のほうのキャップを閉じて、なんぼでも再処理できるとしないでくだ

さいよ、ということでキャンプ制を提案しています。私は日本原燃に聞いていると制限値

はまだ正確には決まっていないといっていたんだけども、先日（原子力資料情報室の）松

久保さんのところに行って話を聞いたら「47 トンいくらと決まっているんですよ」と言ってい

たので、ここはもう一度再確認したい。もし 47 トンだとしたら、今日本は 44.5 トンもって

いるので、六ヶ所再処理工場 1～2 年運転したら止まっちゃうみたいな話になるので、果

たして本当かなと聞いていましたけども。  

で原発から取り出して 15 年で再処理、この方針に変わりました。15 年となると、液体

トリチウムは半減期 12.3 年というものなので、半分くらい減るので、液体トリチウムは

9700 兆ベクレルということに変わっています。  
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ここが大変なんですけど、電力使用者が支払うように制度が変わったんですね。元々

は電力会社が払うことになっていたのだけれど。沖縄電力は原発がないので払わなくて

いいんだけれど、九州から北海道までの電力利用者はみんな払うように制度が変わって

います。皆さんもその一人です。家庭に帰って電気明細書を見てください。「プルトニウム

利用料」とか、「再処理費用」とか書いていませんから。書いていないのにとられているん

です。けしからん。  

ガラス固化体が 1300 本といっているんですけど、私が言ったんですけど、1000 本だ

ったんですけど前にやってみたら、白金族が滞留してガラス固化体ができないことがあり

ました。その時、100 本つくったら、30 本は中をきれいにする作業をしなければいけない

ね、という話になっていたので、量が増えるということは間違いなので、1300 本。これを聞

いていた更田前規制委員会委員長が、いや、日本原燃がこのようにガラス固化体をつく

るときに白金族が発生して大変だといっているので、こういうふうにしているんだけども、

東海もそういうふうにしたほうがいいんじゃね、と会議で言っていまして、これから実際こん

なふうにできるかどうか、東海もできるかどうか、やってみなければ分からない。  

再処理工場は最初は 40 年といっていたんだけれども、中間貯蔵施設のこともあっ

て、再処理工場に「寿命はない」と言い出したんですね。それはむしろ経産省とか、そっ

ちのほうが言い出した。途中で点

検して補修をすれば、再処理工

場はずっと運転できますよ、とこ

ともなげに言っていましたので、こ

れが実際にできるかどうか。  

 

今 25 年度、計画でいくと来年

2026 年 3 月に規制委員会の審

査が終わることになっています。

終わったら 2026 年度末＝2027

年 3 月くらいに竣工予定なんで

すけど、ここにガラス溶解炉検査

とあります。3 ヶ月かけてやると。こ

れができなければずっと延びていく。

それから重大事故対策とかやって、

訓練していくわけです。で竣工を迎

えましたというときに、せん断じゃな

いんです。配管を掃除する、それか

らガラス固化するということで、大体

2027 年度末（2028 年 1 月）くらい

までせん断は延びていくと思います

けども、さっきのガラス固化の経験

を考えていくと、私はこれずーと 5
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年くらい延びるのかなと考えている段階です。  

仮にせん断始まったとしても、ガラス溶融炉はもともとは 5 年くらいで交換しなければ

いけなかったものなので、すでに 3 年運転した 1 号炉の溶融炉を、せん断から 2 年たっ

たら交換する作業があります。その次は 2 号炉は過去に 2 年間動かしたので、3 年後

に交換します。ガラス溶融炉は、作るときには放射能がないので中に人が入って作業し

たのだけども、交換作業で何をするのかと聞いてみたら、放射能が高いから人が入れま

せんね、だからマニピュレーターを使って外していきます、というのだけれども、マニピュレ

ーターは遠隔装置なので、できるかどうかというのは、これから実際六ヶ所でやってみると

いうのですけども。これも大変なことで、細かいところとか絶対できないと思うのだけども、

一体型ならできるのかな？  あと MOX 燃料工場のほうは一年あとにやっていくということ

です。 

 

15．審査、本当に終われるのか疑問  

8 月 5 日の審査会合で、これは『東奥日報』が書いてくれたんだけども、青森には『東

奥日報』と『デイリー東北』があって、どちらかといえば『デイリー東北』の方が最近核燃

に批判的なんだけども、『東奥日報』も大変辛口のことを書いてくれて、これは加藤さん

が書いてくれた記事で、「日本原燃は 2025 年度中の認可取得をめざし 11 月に説明を

終える目標を維持している。…10

月に予定する説明項目は、これまで

の倍以上の約 50 項目に上る。11

月に約 25 項目。説明や準備に時

間を要するとみられる重要な項目も

残っている。」  現在のところ 9 月

29 日に審査会合が行われることに

なっているので、9 月と 10 月と 11

月、3 回の審査で日本原燃の審査

が終わるかどうかがひとつのヤマ

場、それを受けて来年 2026 年 3

月に規制委員会が終われるかどうか、が

ヤマ場ですね。  

『デイリー東北』のほうの記事には、別

の省庁の人が言っていたんですけども、

「マラソンでいえばコーナーの半分にも至

っていない。本当に終われるのか疑問だ」

といっていまして、さっき半年で終えるはず

の審査が 6 年半かかったと紹介したんで

すけども、こんな状況では、まだまだ延び

んじゃないかな、と私は思っています。  
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『デイリー東北』の記事です

が、記事がないのが、2 月と 3

月。あいだ、1 月と 4 月と 7 月は

審査がありませんでした。  

 

8 月 20 日の開催の原子力規

制委員会のテーマは、「保障措

置に関する現状と課題ということ

でした」。この中で、言っている時

間は短いのですが、担当者が言

っていることですが、問題は

IAEA が重要視しているというと

ころについてこれからかかってくる、それから、休日も含む 24 時間運転へ対応するため、

日本側の保障措置に係る業務量も相当増加すると見込まれる。これに対して大変厳し

いということが言われています。  

それから、操業状況等を確認するために資料の分析に不可欠な、高額な分析装置・

設備、各種機器について故障発生時の修繕も含めた維持管理にかかる予算執行上の

制約がある、ということで、カネもかかるし、人もたくさん必要だしということで、本当にこの

再処理工場を監視できるのか。規制する側が疑問だ、といっている段階を皆さん頭に入

れていただいて、果たしてこれでできるんだろうか、ということで。  

 

ここに核物質管理センターというものがありますけれど、本部は東京にあって、東海保

障措置センター、六ヶ所保障措置センター、この 3 つしかないわけです。これは六ヶ所の

ウラン濃縮工場の近くに建物があって、こういうところに機能しないと、 IAEA の査察とか

事故対応に対してできないということですけど、たださっきの文書にでているんですけど、

ここにいる人たちは事故のときには別の仕事がある、とても対応できません。だから規制

委員会の職員を増やさなくちゃいかんというような提言がされているわけです。  

なにしろむつリサイクル貯蔵施設を見据えて、70 年先まで運転するという話があるの

で、そうなると維持体制、核物質管理セ

ンターの維持とか、様々なことに多大な

おカネがかかることは間違いないので、

最近言われているのは少子化という、あ

ちこちの産業でいわれていますけれど、

原子力の人材も減っていることは間違

いないので、果たして我々の後を継いで

くれる人がいるのか。運動のほうもそうで

すが、事業をやっている人たちのなかに

も懸念しているということをお伝えして、

本当に止めようということです。  
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16．六ヶ所再処理工場を止めることができれば、 

日本中の原発の運転を止めることに！  

一応、裁判の報告をしないと浅

石代表に怒られるので、ここに書い

ているとおりで、ウラン濃縮と低レ

ベルのほうは、仙台のみなさんのご

協力を得て高裁のときには仙台で

お世話になりましたし、最高裁で判

決が確定しました。  

高レベルと再処理工場に関して

は、今でも行政訴訟で、つい数日

前に裁判がありましたけれど、現在

の裁判官は来年の 3 月に代わる

話になりまして、次の裁判官がちゃんとやってくれるかどうか分からないのだけれども、い

ずれにしても青森でこんなに長くやっているのは、浅石さんも 84 才、まだまだ元気に頑

張っています。  

現在はいつのまにか商業用の第二再処理工場の計画がなくなったんですよね。再処

理工場の計画を止めることができれば、日本中の原発の運転を止めることにもつながり

ますということで、結びに代えたいと思います。  

 

 

【※編集部追記】  

 2025 年 9 月 29 日の審査会合では、後 2 回では無理で、3 回の審査会合が必要と

日本原燃側が言い出しました。それを受けた形で、増田社長も延期を表明し、2026 年

3 月以降（4 月以降）の審査終了を言い出しています。但し、2026 年度中の竣工予定

は守ると言っています。審査完了が延びれば、安全対策に割く時間が延びるのは間違

いありません。2027 年度に延びていくのは必至です。  


